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必要である。研究の始めに当っては， 40個の進相用コンデンサの並列接続によって， 20kW-sec (許容充











































流放電装置について述べたもので， 20μF のコンデンサ(後に80μF に改造)によって100kW-sec のエネ
































が，著者は Borzunov の述べる所とは異なり， ピンチ時の位相に無関係にこの発生が認められることを
述べている。また中心部にロゴウスキー・コイルを設けてその電流を測定し，ピンチ時にはこの電流が急
増するのみならず，外部回路電流が逆転する位相になっても前と同じ万向に流れ続けることを明らかにし，
乙れは中心部の大なる自己インダクタンスのためであると論じ，また中心部に銅などの短絡導体を設けた
場合の現象が導体のない場合と似ていることを実験的に明らかにして，プラズ、マ芯と第 2 プラズ、マ円筒の
生成，持続に関する挙動を充分明らかにした。
第 5 章は結論であって，上に考察した所を融合反応と考え合せるとピンチしたプラズマ芯が外部回路電
流の逆転後も，しばらく流れ続けることは，超高温プラズ、マを永く保持することに示唆を与え，初めの放
電ならびに第 2 プラズマ円筒が管壁附近に生ずることは管壁からの不純物の混入の危険を意味することを
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指i~おしている。
このように著者の提出論文は放電工学，大電流プフズマ工学について幾多の資料を提供し，プラズマ観
測万法とともにプラズ、マの挙動について一二の新しい事実を明らかにし，将来の核融合反応の研究にも注
目すべき示唆を与えている。これらの点から見て，本論文は同士論文として価値あるものと認める。
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